
Ｂ池上部利用計画方針(案)
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利用方針：生物が生育する空間と水と親しむ空間を区分し、それぞれの機能の両立を図る

イメージ：水と親しみ、憩う空間。自然を観察し、学習できる空間。

生物生育空間(ビオトープ)

親水広場

・地下水を利用した池や水路を設置し、子供たちの

水遊びの場とする

する

・ビオトープ池の上にデッキ(桟橋)を設置し、生物

観察や学習のできる場とする

・駐車場は駐車可能なエリアは設けるが、舗装等は

行わない

・一次池側は自然(水や植物)に触れられる空間と

・親水広場や外周道路からフェンス等で物理的に

分離し、生物優先のゾーンとする

・一次池と二次池を掘り下げて地下水を貯留する

ことでビオトープ池とする

・下流側は水鳥が安心して立ち寄れるように水深

の深い空間を広く確保する

・鳥類の営巣地として一次池と二次池の間に中の

島を設ける

親水空間ワーキンググループの検討結果

・水際には法面の勾配や材質に変化を持たせ、生

物の多様性を促す
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資料４■親水空間ワーキンググループの検討結果



Ｂ池上部利用導入施設(案)

S=1:1000

0 505 10 20 30 40

下土棚遊水地(Ｂ池)

2


